




 

14:40-15:30 実習「食品の中のミネラルを測ってみよう」 

15:30-16:10 クッキータイム・全体討議「実験結果を考えよう」 

16:10-16:30 修了式（アンケート記入、未来博士号授与）、終了・解散 

 

【広報活動】 

・JSPS による web 募集案内を利用した。 

・ポスターを作成し、近隣の小学校約 100 校へ郵送した。 

・実施代表者が計画班員を務める新学術領域研究の web site にも案内を掲載し、周知を図った。 

・実施代表者の研究室が運営する SNS に投稿し、広く周知を図った。 

 

【安全配慮】 

・安全確保のため、学生アルバイトを配置し、参加者全員に目が行き届くよう配慮する。参加者 1

名あたり 1 名のスタッフとなるように人員を配し、十分に安全性に配慮した。 

・参加者はもちろんのこと、実施者（代表者・協力者）も含め、参加者全員が傷害保険に加入し

た。 

・参加者の安全に配慮し、白衣及び保護メガネを準備し、実験の際には着用を義務付けた。 

・以上の対応に加え、今年度は特に新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた。 

・具体的には、応募を締め切り、抽選の後に参加者が確定した時点で、参加する生徒並びに保護

者の実施日までの検温記録をお願いし、その記録を提出してもらうことを参加条件とした。併せ

て、当日に健康チェックシートの記入と検温をお願いした。また適宜、手指のアルコール消毒（ア

ルコールアレルギー者対策として非アルコール性消毒液も用意）をお願いした。部屋の換気は概

ね 30 分を目途に行った。昼食は、家庭ごとに区画を分けて取っていただくこととした。クッキー

タイムでは、お菓子を平盛にせず、各自の分を予め分けておくなどの対応を行った。 

・以上の内容を含め、参加者へ事前に当日の内容と注意事項を簡潔にまとめた資料を配布し、実

施当日の内容を事前に周知した。 

 

【今後の発展性・課題】 

 プログラム終了後のアンケートでは、全ての参加生徒がプログラム内容に満足していたことか

ら、今後も内容を見直しつつも、継続して応募していきたいと考えている。食品は日常で接する

ことから、その安全性には高い関心が寄せられていることを、アンケートの結果からも再認識し

た。食のリスクコミュニケーションという概念は、小学生 5・6 年生でも十分に理解が得られる項

目であるため、次年度以降も実施していきたい。 

 今年は夏休みが短縮されたこともあり、日程の変更をせざるを得ず、プログラムの日程周知に

あまり余裕が無かった。できれば夏休み前半に実施するのが適当かと考えているが、今年の場合、

多くのサイエンスプログラムが中止あるいはオンライン開催になっていたため、本プログラムが

数少ない機会になったものと思われた。本プログラムの内容から考えても、オンライン開催では

十分な理解と効果が得られないことから、次回以降も対面での実施を継続したいと考えている。 

 当初、次回以降の参加人数を 20 名に拡大しようと考えていたが、今回のような感染症対策を行

ったうえでの実施となると 15 名が限度であると考えられた。 

 


